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一　

略 

歴

一
九
二
一
年
七
月
二
九
日
、
朝
鮮
京
城
府
で
銀
行
員
の
家
庭
の
長
男
に
生
ま
れ

る
。
両
親
と
も
に
福
井
県
の
出
身
で
本
籍
は
福
井
県
。

二
〇
一
四
年
七
月
二
八
日
、
逝
去
。
享
年
九
十
二
歳
。

【
学
歴
】

一
九
三
九
年
三
月
、
朝
鮮
全
羅
北
道
立
群
山
中
学
校
卒
業
。

一
九
三
九
年
四
月
、
京
城
帝
国
大
学
予
科
入
学
。

一
九
四
二
年
三
月
、
京
城
帝
国
大
学
予
科
卒
業
。

一
九
四
二
年
四
月
、京
城
帝
国
大
学
法
文
学
部
入
学
。
高
橋
幸
八
郎
助
教
授（
西

洋
史
。
福
井
県
出
身
）
に
師
事
。

一
九
四
四
年
九
月
、
京
城
帝
国
大
学
法
文
学
部
史
学
科
卒
業
。

【
職
歴
】

一
九
四
五
～
一
九
五
三
年
、
福
井
県
庁
や
福
井
軍
政
部
で
の
通
訳・翻
訳
を
経
て
、

福
井
新
聞
社
の
記
者
（
の
ち
新
福
井
新
聞
社
に
転
出
）

一
九
五
三
年
四
月
～
一
九
六
一
年
三
月
、福
井
県
立
藤
島
高
等
学
校
教
諭（
社
会
科
）

一
九
六
一
年
四
月
～
一
九
六
九
年
三
月
、
福
井
県
立
福
井
商
業
高
等
学
校
教
諭

一
九
六
九
年
四
月
～
一
九
七
一
年
三
月
、
福
井
県
教
育
委
員
会
指
導
課
指
導
主
事

一
九
七
一
年
四
月
～
一
九
七
二
年
三
月
、
福
井
県
教
育
研
究
所
研
究
主
事

一
九
七
二
年
四
月
～
一
九
七
五
年
三
月
、
丹
生
郡
清
水
町
立
清
水
中
学
校
第
五

代
校
長

一
九
七
五
年
四
月
～
一
九
七
九
年
三
月
、
福
井
県
立
大
野
高
等
学
校
第
一
〇
代

校
長

一
九
七
九
年
四
月
～
一
九
八
二
年
三
月
、
福
井
県
教
育
研
究
所
所
長
（
青
少
年

セ
ン
タ
ー
所
長
兼
務
）

一
九
八
〇
年
四
月
～
一
九
八
三
年
三
月
、
仁
愛
女
子
短
期
大
学
非
常
勤
講
師

―
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六
十
巻
一
号

一
九
八
三
年
四
月
～
一
九
八
八
年
三
月
、
福
井
工
業
大
学
助
教
授

一
九
八
八
年
四
月
～
一
九
九
七
年
三
月
、
福
井
工
業
大
学
教
授

一
九
九
三
年
四
月
～
一
九
九
七
年
三
月
、
福
井
工
業
大
学
図
書
館
館
長

二
〇
〇
〇
年
二
月
、
福
井
工
業
大
学
名
誉
教
授

【
そ
の
他
役
職
】

福
井
県
立
高
等
学
校
定
時
制
通
信
制
教
育
問
題
懇
話
会
委
員
、
福
井
県
郷
土
史

教
育
研
究
会
代
表
、
福
井
県
史
編
さ
ん
近
現
代
史
部
会
副
部
会
長
、
福
井
市
史
編

さ
ん
委
員・近
現
代
史
部
会
部
会
長
、
福
井
県
立
博
物
館
建
設
準
備
委
員
会
委
員
、

福
井
県
児
童
福
祉
審
議
会
委
員
、
福
井
市
立
郷
土
歴
史
博
物
館
協
議
会
委
員
長
、

福
井
県
立
博
物
館
展
示
検
討
委
員
会
、
福
井
市
都
市
景
観
審
議
会
委
員

【
受
章
・
受
賞
】

一
九
七
〇
年
、
福
井
県
文
化
協
議
会
新
人
賞
（
郷
土
史
部
門
）

一
九
七
四
年
、
福
井
県
教
育
研
究
賞

一
九
七
四
年
、
福
井
県
教
育
功
績
賞
（
歴
史
研
究
）

一
九
八
一
年
、
教
育
委
員
会
表
彰
・
教
育
功
労
者
（
教
育
行
政
）

一
九
八
八
年
、
福
井
市
文
化
奨
励
賞
（
学
術
）

一
九
八
九
年
、
福
井
県
文
化
賞
（
学
術
）

一
九
九
二
年
、
勲
四
等
瑞
宝
章

二
〇
〇
四
年
、
福
井
新
聞
文
化
賞

【
学
会
】

福
井
県
郷
土
誌
懇
談
会
（
理
事
）、
地
方
史
研
究
協
議
会
、
社
会
文
化
史
学
会
、

社
会
経
済
史
学
会
、
土
地
制
度
史
学
会
、
北
陸
都
市
史
学
会
（
副
会
長
）、
横
井

小
楠
と
変
革
期
思
想
学
会
（
旧
・
全
国
横
井
小
楠
研
究
会
）。

　
　
　

二　

業
績
目
録

凡
例　

�

福
井
県
立
図
書
館
の
蔵
書
を
中
心
に
調
査
を
行
い
、
業
績
を
「（
一
）

単
著
」「（
二
）
編
集
・
監
修
」「（
三
）
自
治
体
史
・
学
校
史
等
」「（
四
）

論
文
」「（
五
）
短
文
・
随
想
・
読
み
物
」「（
六
）
史
料
集
・
史
料
紹
介
」

「（
七
）
書
評
・
新
刊
紹
介
・
文
献
一
覧
」「（
八
）
講
演
録
・
対
談
録
」

「（
九
）
事
典
」
の
九
つ
に
分
類
し
た
。
こ
の
う
ち
「（
四
）
論
文
」
と

「（
五
）
短
文
・
随
想
・
読
み
物
」
の
別
は
、
注
記
の
有
無
や
原
稿
の
分

量
等
に
基
づ
き
、
便
宜
的
に
分
け
た
も
の
で
あ
る
。「（
四
）
論
文
」
は

年
代
ご
と
に
網
羅
し
た
つ
も
り
だ
が
、「（
五
）
短
文
・
随
想
・
読
み
物
」

は
新
聞
・
雑
誌
等
へ
の
寄
稿
文
で
遺
漏
も
多
い
。
ま
た
「（
九
）
事
典
」

も
網
羅
性
を
欠
く
こ
と
を
お
断
り
し
て
お
く
。

　
　
（
一
）
単　

著

①
『�
幕
末
の
越
前
藩
（
福
井
県
郷
土
新
書 

一
）』
福
井
県
郷
土
誌
懇
談
会
、

一
九
七
四
年
三
月

②
『�

公
武
合
体
論
の
研
究
―
越
前
藩
幕
末
維
新
史
分
析
―
』
御
茶
の
水
書
房
、

一
九
七
九
年
六
月
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③
『�

公
武
合
体
論
の
研
究 

改
訂
版
―
越
前
藩
幕
末
維
新
史
分
析
―
』
御
茶
の

水
書
房
、
一
九
九
〇
年
一
月

④
『
福
井
藩
の
歴
史
』
東
洋
書
院
、
一
九
八
二
年
三
月

⑤
『�

福
井
県
の
教
育
史
（
都
道
府
県
教
育
史
）』
思
文
閣
出
版
、
一
九
八
五
年
五
月

⑥
『�

日
本
近
代
化
の
研
究
―
福
井
県
下
の
動
向
を
中
心
に
―
（
日
本
海
地
域
史

研
究
叢
書
）』
文
献
出
版
、
一
九
八
六
年
四
月

⑦
『�

明
治
初
年
真
宗
門
徒
大
決
起
の
研
究
―
越
前
護
法
大
一
揆
分
析
―
』
思
文

閣
出
版
、
一
九
八
七
年
六
月

⑧
『�

日
本
近
代
化
と
真
宗
地
帯
の
研
究
―
福
井
県
下
の
動
向
を
中
心
に
―
』
思

文
閣
出
版
、
一
九
八
九
年
六
月

⑨
『�

日
本
農
村
社
会
近
代
化
の
軌
跡
―
福
井
県
下
の
動
向
を
中
心
に
―
』
御
茶

の
水
書
房
、
一
九
九
一
年
一
月

⑩
『�

横
井
小
楠
の
新
政
治
社
会
像
―
幕
末
維
新
変
革
の
軌
跡
―
』思
文
閣
出
版
、

一
九
九
六
年
四
月

⑪
『�

横
井
小
楠
―
そ
の
思
想
と
行
動
―
（
歴
史
文
化
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー 
六
二
）』
吉

川
弘
文
館
、
一
九
九
九
年
三
月

⑫
『
幕
末
維
新
と
松
平
春
嶽
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
四
年
五
月

　
　
（
二
）
編
集
・
監
修

①
『�

福
井
県
藤
島
高
等
学
校
百
年
史
』
福
井
県
立
藤
島
高
等
学
校
、
一
九
五
六

年
一
一
月
［
学
校
側
編
集
委
員
］

②
『�

目
で
見
る
福
井
・
坂
井
の
一
〇
〇
年
』
郷
土
出
版
社
、
一
九
九
三
年
一
〇

月
［
舟
澤
茂
樹
と
の
共
同
監
修
］

③
『�

横
井
小
楠
の
す
べ
て
』
新
人
物
往
来
社
、
一
九
九
八
年
三
月
［
源
了
圓
・

花
立
三
郎
・
水
野
公
寿
と
の
共
編
］

④
『�

松
平
春
嶽
の
す
べ
て
』
新
人
物
往
来
社
、
一
九
九
九
年
一
二
月
［
舟
澤
茂

樹
と
の
共
編
］

⑤
『�

由
利
公
正
の
す
べ
て
』
新
人
物
往
来
社
、
二
〇
〇
一
年
五
月
［
舟
澤
茂
樹

と
の
共
編
］

　
　
（
三
）
自
治
体
史
・
学
校
史
等

①
福
井
県
教
育
史
研
究
室
編
『
福
井
県
教
育
百
年
史 

第
一
巻 

通
史
編
一
』
福

井
県
教
育
委
員
会
、
一
九
七
八
年
三
月
［
史
料
調
査
委
員
］

②
福
井
県
教
育
史
研
究
室
編
『
福
井
県
教
育
百
年
史 

第
二
巻 

通
史
編
二
』
福

井
県
教
育
委
員
会
、
一
九
七
九
年
一
〇
月
［
編
さ
ん
委
員
長
］

③
福
井
県
教
育
史
研
究
室
編
『
福
井
県
教
育
百
年
史 

第
三
巻 

史
料
編
一
』
福

井
県
教
育
委
員
会
、
一
九
七
五
年
一
〇
月
［
史
料
調
査
委
員
］

④
福
井
県
教
育
史
研
究
室
編
『
福
井
県
教
育
百
年
史 

第
四
巻 

史
料
編
二
』
福

井
県
教
育
委
員
会
、
一
九
七
六
年
一
〇
月
［
史
料
調
査
委
員
］

⑤
福
井
県
編
『
福
井
県
史 

通
史
編
四 

近
世
二
』
福
井
県
、
一
九
九
六
年
三
月

［「
第
六
章
第
三
節
一 

水
戸
浪
士
の
西
上
」「
第
六
章
第
三
節
二 

長
州
出
兵

と
諸
藩
の
動
向
」「
第
六
章
第
三
節
三 

幕
府
倒
壊
と
地
域
の
対
応
」
執
筆
］

⑥
福
井
県
編
『
福
井
県
史 

通
史
編
五 

近
現
代
一
』
福
井
県
、
一
九
九
四
年

一
一
月
［
近
現
代
史
部
会
副
部
会
長
、「
第
一
章
第
一
節
一 

戊
辰
戦
争
と

若
越
諸
藩
」「
第
一
章
第
一
節
二 

福
井
藩
公
議
政
体
路
線
」「
第
一
章
第

一
節
四 
武
生
騒
動
」「
第
一
章
第
一
節
五 

越
前
真
宗
門
徒
の
大
決
起
」「
第
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六
十
巻
一
号

三
章
第
一
節
一 

勧
業
と
勧
農
政
策
」「
第
三
章
第
一
節
二 

地
主
制
の
進

展
」「
第
三
章
第
一
節
三 

農
事
改
良
」「
第
五
章
第
一
節
一 

農
家
経
済
の

起
伏
」「
第
五
章
第
一
節
二 

地
主
制
の
後
退
」
執
筆
］

⑦
福
井
県
編『
福
井
県
史 

通
史
編
六 

近
現
代
二
』福
井
県
、一
九
九
六
年
三
月
）

［
近
現
代
史
部
会
副
部
会
長
］

⑧
福
井
県
編
『
福
井
県
史 

資
料
編
一
〇 

近
現
代
一
』
福
井
県
、
一
九
八
三
年

三
月
［
近
現
代
史
部
会
副
部
会
長
、「
解
説
三 

産
業
・
経
済
」
執
筆
］

⑨
福
井
県
編
『
福
井
県
史 

資
料
編
一
一 

近
現
代
二
』
福
井
県
、
一
九
八
五
年

三
月
［
近
現
代
史
部
会
副
部
会
長
、「
解
説
三 

産
業
・
経
済
の
一 

概
況
」

斎
藤
健
次
郎
と
分
担
執
筆
、「
解
説
三 
産
業
・
経
済
の
二 

農
業
］
執
筆
］

⑩
福
井
県
編
『
福
井
県
史 

資
料
編
一
二
上 
近
現
代
三
』
福
井
県
、
一
九
八
八

年
三
月
［
近
現
代
史
部
会
副
部
会
長
、「
解
説
二 
経
済
更
生
運
動
」「
解

説
三 

輸
出
人
絹
織
物
業
」「
解
説
六 

農
業
・
水
産
業
」「
解
説
七 

戦
時
経

済
統
制
」
調
査
執
筆
員
の
意
見
を
ま
と
め
て
執
筆
］

⑪
福
井
県
編
『
福
井
県
史 

資
料
編
一
二
下 

近
現
代
四
』
福
井
県
、
一
九
九
一

年
三
月
［
近
現
代
史
部
会
副
部
会
長
］

⑫
福
井
県
編『
福
井
県
史 

資
料
編
一
七 

統
計
』福
井
県
、一
九
九
三
年
三
月［
近

現
代
史
部
会
副
部
会
長
］

⑬
福
井
市
編
『
福
井
市
史 

通
史
編
三 

近
現
代
』
福
井
市
、
二
〇
〇
四
年
三
月

［
市
史
編
さ
ん
委
員
・
近
現
代
史
部
会
長
、「
序
章
」「
第
五
章
第
一
節 

占

領
下
の
市
民
生
活
」「
第
五
章
第
二
節 

福
井
震
災
と
復
興
」「
第
五
章
第

三
節 

戦
後
の
諸
改
革
と
再
建
」
執
筆
］

⑭
福
井
市
編
『
福
井
市
史 

資
料
編
一
〇 

近
現
代
一
』
福
井
市
、
一
九
九
一
年

七
月［
市
史
編
さ
ん
委
員
・
近
現
代
史
部
会
長
、「
第
Ⅱ
章 

政
治
・
行
政
」「
第

Ⅲ
章 

社
会
・
生
活
」「
第
Ⅳ
章 

産
業
・
経
済
」
の
「
概
観
」
を
冨
永
亮
一
郎
・

出
村
久
仁
男
・
吉
田
叡
・
吉
田
健
・
編
さ
ん
室
員
と
分
担
執
筆
、「
解
説
」

執
筆
］

⑮
福
井
市
編
『
福
井
市
史 

資
料
編
一
一 

近
現
代
二
』
福
井
市
、
一
九
九
四
年

三
月
［
市
史
編
さ
ん
委
員
・
近
現
代
史
部
会
長
、「
第
Ⅰ
章 

政
治
・
行
政
」

の
「
概
観
」
岩
本
憲
雄
・
編
さ
ん
室
員
と
共
同
執
筆
、「
解
説
」
執
筆
］

⑯
福
井
市
編
『
福
井
市
史 

資
料
編
一
二 

近
現
代
三
』
福
井
市
、
一
九
九
八
年

三
月
［
市
史
編
さ
ん
委
員
・
近
現
代
史
部
会
長
、「
第
Ⅰ
章 

政
治
・
行
政
」

の
「
概
観
」
野
路
弘
と
共
同
執
筆
、「
解
説
」
執
筆
］

⑰
小
浜
市
史
編
纂
委
員
会
編
『
小
浜
市
史 

通
史
編 

下
巻
』
小
浜
市
役
所
、

一
九
九
八
年
三
月
［「
第
一
章
第
三
節
一 

勧
農
政
策
の
推
進
」「
第
二
章

第
二
節
一 

農
業
生
産
の
発
展
と
農
業
団
体
」「
第
三
章
第
一
節
四 

昭
和

恐
慌
と
農
村
」
執
筆
、「
第
三
章
第
二
節
二 

戦
時
経
済
統
制
と
企
業
誘
致
」

薮
本
金
一
と
分
担
執
筆
］

　
　
（
四
）
論　

文

―
一
九
五
〇
年
代
―

①
「
モ
ン
ゴ
リ
ア
に
於
け
る
遊
牧
民
の
生
活
態
―
匈
奴
史
を
中
心
と
し
た
一
考
察

―
」（『
福
井
県
立
藤
島
高
等
学
校
研
究
集
録
』
一
号
、
一
九
五
九
年
五
月
）

―
一
九
六
〇
年
代
―

②
「
橋
本
左
内
の
洋
学
観
」（『
若
越
郷
土
研
究
』
一
一
巻
一
号
、
一
九
六
六
年
一
月
）

③
「
左
内
の
洋
学
的
開
明
性
に
つ
い
て
」（『
福
商
』
八
号
、
一
九
六
六
年
三
月
）
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④
「
橋
本
左
内
の
外
交
観
に
つ
い
て
の
一
考
察
」（『
若
越
郷
土
研
究
』
一
一
巻
五

号
、
一
九
六
六
年
九
月
）

⑤
「
明
和
の
越
前
大
一
揆
に
つ
い
て
―
反
封
建
斗
争
を
中
心
に
―
」（『
若
越
郷

土
研
究
』
一
二
巻
一
号
、
一
九
六
七
年
一
月
）

⑥
「
明
和
・
天
保
の
二
大
一
揆
に
つ
い
て
―
若
越
で
の
反
封
建
闘
争
の
一
考
察

―
」（『
福
商
』
九
号
、
一
九
六
七
年
三
月
）

⑦
「
由
利
公
正
の
富
国
策
に
つ
い
て
―
藩
政
改
革
の
財
政
面
を
中
心
に
―
」

（『
若
越
郷
土
研
究
』
一
二
巻
二
号
、
一
九
六
七
年
三
月
）

⑧
「
由
利
公
正
の
富
国
強
兵
策
に
つ
い
て
―
藩
政
改
革
の
財
政
的
視
角
よ
り

―
」（『
福
井
県
高
等
学
校
社
会
科
研
究
会
歴
史
部
会
紀
要
』
一
九
六
六
年
度
、

一
九
六
七
年
三
月
）

⑨
「
越
前
藩
の
強
兵
策
に
つ
い
て
―
海
防
対
策
と
洋
式
兵
器
工
業
を
中
心
に

―
」（『
若
越
郷
土
研
究
』
一
二
巻
三
号
、
一
九
六
七
年
六
月
）

⑩
「
橋
本
左
内
の
外
交
観
に
つ
い
て
―
日
露
同
盟
論
を
中
心
に
―
」（『
社
会
文

化
史
学
』
三
号
、
一
九
六
七
年
八
月
）

⑪
「
横
井
小
楠
の
富
国
策
に
つ
い
て
―
藩
政
改
革
の
路
線
設
定
へ
の
一
展
望

―
」（『
若
越
郷
土
研
究
』
一
二
巻
四
号
、
一
九
六
七
年
九
月
）

⑫
「
百
姓
一
揆
の
質
的
転
換
に
つ
い
て
（
上
）
―
明
和
の
越
前
大
一
揆
の
解
明

を
中
心
に
―
」（『
歴
史
教
育
』
一
五
巻
一
一
号
、
一
九
六
七
年
一
一
月
）

⑬
「
百
姓
一
揆
の
質
的
転
換
に
つ
い
て
（
下
）
―
明
和
の
越
前
大
一
揆
の
解
明

を
中
心
に
―
」（『
歴
史
教
育
』
一
五
巻
一
二
号
、
一
九
六
七
年
一
二
月
）

⑭
「
藩
政
動
揺
期
の
諸
問
題
―
越
前
藩
の
財
政
難
を
中
心
に
―
」（『
若
越
郷
土

研
究
』
一
二
巻
六
号
、
一
九
六
七
年
一
二
月
）

⑮
「
橋
本
左
内
の
農
民
観
に
つ
い
て
―
農
民
層
分
解
の
視
角
よ
り
―
」（『
若
越

郷
土
研
究
』
一
三
巻
二
号
、
一
九
六
八
年
三
月
）

⑯
「
幕
末
に
お
け
る
越
前
藩
の
富
国
策
に
つ
い
て
―
由
利
公
正
の
施
策
を
中
心

に
―
」（『
日
本
歴
史
』
二
四
一
号
、
一
九
六
八
年
六
月
）

⑰「
幕
末
に
お
け
る
重
商
主
義
的
論
策
に
つ
い
て
―
福
井
藩
を
中
心
に
―
」（『
若

越
郷
土
研
究
』
一
三
巻
五
号
、
一
九
六
八
年
一
一
月
）

⑱
「
幕
末
の
福
井
藩
に
お
け
る
民
富
論
の
形
成
に
つ
い
て
」（『
産
業
教
育
』
昭

和
四
二
年
度
、
一
九
六
八
年
）

⑲
「
明
治
初
年
越
前
大
一
揆
に
つ
い
て
の
一
考
察
」（『
歴
史
評
論
』
二
二
一
号
、

一
九
六
九
年
一
月
）

⑳
「
幕
末
に
お
け
る
福
井
藩
の
藩
政
改
革
と
幕
政
改
革
運
動
に
つ
い
て
―
両
改

革
の
関
連
的
把
握
を
中
心
に
―
」（『
福
井
県
立
福
井
商
業
高
等
学
校
研
究
集

録
』
一
集
、
一
九
六
九
年
三
月
）

�
「
明
治
初
年
越
前
大
一
揆
の
特
質
に
つ
い
て
」（『
福
井
高
社
研
紀
要
』
二
号
、

一
九
六
九
年
三
月
）

�
「
明
治
初
年
越
前
大
一
揆
に
つ
い
て
（
上
）
―
そ
の
経
過
と
特
質
の
解
明
を

中
心
に
―
」（『
若
越
郷
土
研
究
』
一
四
巻
四
号
、
一
九
六
九
年
九
月
）

―
一
九
七
〇
年
代
―

�
「
明
治
初
年
越
前
大
一
揆
に
つ
い
て
（
下
）
―
そ
の
経
過
と
特
質
の
解
明
を

中
心
に
―
」（『
若
越
郷
土
研
究
』
一
五
巻
一
号
、
一
九
七
〇
年
三
月
）

�
「
第
二
次
征
長
に
対
す
る
越
前
藩
の
動
向
に
つ
い
て
―
春
嶽
の
論
策
を
中
心

に
―
」（『
若
越
郷
土
研
究
』
一
五
巻
六
号
、
一
九
七
一
年
一
月
）

�
「
越
前
藩
の
軍
制
改
革
」（『
軍
事
史
学
』
七
巻
三
号
、
一
九
七
一
年
一
二
月
）
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若
越
郷
土
研
究　

六
十
巻
一
号

�
「
越
前
藩
の
挙
藩
上
洛
計
画
に
つ
い
て
―
横
井
小
楠
の
論
策
を
中
心
に
―
」

（『
若
越
郷
土
研
究
』
一
七
巻
一
号
、
一
九
七
二
年
一
月
）

�
「
文
久
期
に
お
け
る
越
前
藩
の
幕
政
改
革
運
動
に
つ
い
て
―
参
勤
交
代
制
の

改
革
策
を
中
心
に
―（
研
究
余
録
）」（『
日
本
歴
史
』二
八
八
号
、一
九
七
二
年
五
月
）

�
「
越
前
藩
に
お
け
る
統
一
国
家
論
の
展
開
―
左
内
・
小
楠
の
論
策
を
中
心
に

―
」（『
若
越
郷
土
研
究
』
一
八
巻
一
号
、
一
九
七
三
年
一
月
）

�
「
越
前
藩
と
勝
海
舟
―
緊
迫
し
た
内
外
情
勢
へ
の
対
決
を
め
ぐ
っ
て
―
」

（『
若
越
郷
土
研
究
』
一
九
巻
四
号
、
一
九
七
四
年
七
月
）

�
「
文
久
三
年
の
張
紙
等
に
み
る
尊
攘
派
の
動
向
―
『
文
久
三
亥
雑
記
』（
松

平
文
庫
）
よ
り
―
」（『
若
越
郷
土
研
究
』
二
〇
巻
一
号
、
一
九
七
五
年
二
月
）

�
「
幕
末
の
越
前
藩
に
お
け
る
藩
政
改
革
の
民
富
論
的
視
点
に
つ
い
て
」（『
若

越
郷
土
研
究
』
二
〇
第
五
号
、
一
九
七
五
年
九
月
）

�
「
幕
末
の
大
野
・
越
前
両
藩
の
蝦
夷
地
観
―
関
連
的
把
握
を
中
心
に
―
」（『
若

越
郷
土
研
究
』
二
一
第
五
号
、
一
九
七
六
年
九
月
）

�
「
幕
末
維
新
期
の
公
武
合
体
路
線
の
再
評
価
―
越
前
藩
の
動
向
の
研
究
視
角

か
ら
」（『
銀
杏
』
二
二
号
、
一
九
七
八
年
三
月
）

�
「
明
治
六
年
越
前
大
一
揆
の
護
法
的
側
面
に
つ
い
て
」（『
若
越
郷
土
研
究
』

二
四
巻
四
号
、
一
九
七
九
年
七
月
）

―
一
九
八
〇
年
代
―

�
「
明
治
初
年
敦
賀
県
今
立
郡
下
の
護
法
大
一
揆
解
体
過
程
の
一
考
察
」（『
若

越
郷
土
研
究
』
二
五
巻
三
号
、
一
九
八
〇
年
六
月
）

�
「
明
治
六
年
越
前
大
野
郡
下
の
護
法
一
揆
」（
日
本
海
地
域
史
研
究
会
・
田
中

喜
男
編
『
日
本
海
地
域
史
研
究 

第
二
輯
』
文
献
出
版
、
一
九
八
一
年
二
月
）

�
「
明
治
初
年
護
法
一
揆
の
特
質
―
明
治
六
年
越
前
大
一
揆
分
析
―
」（『
土
地

制
度
史
学
』
二
三
巻
三
号
、
一
九
八
一
年
四
月
）

�
「
福
井
藩
の
統
一
国
家
論
生
成
、
展
開
過
程
の
一
考
察
（
創
立
三
〇
周
年
記
念

特
別
論
文
）」（『
福
井
県
教
育
研
究
所
研
究
紀
要
』
八
一
号
、
一
九
八
二
年
三
月
）

�
「
越
前
地
租
改
正
反
対
運
動
の
歴
史
的
系
譜
」（『
金
沢
経
済
大
学
経
済
開
発
研

究
所
研
究
年
報
』
二
号
、
一
九
八
二
年
三
月
）

�
「
大
野
・
福
井
両
藩
の
蝦
夷
地
対
策
の
一
考
察
」（『
仁
愛
女
子
短
期
大
学
紀
要
』

一
三
号
、
一
九
八
二
年
三
月
）

�
「
明
治
初
年
農
村
の
諸
職
業
に
つ
い
て
の
一
考
察
―
越
前
・
川
西
地
区
の

動
向
を
中
心
に
―
」（
荒
牧
哲
郎
教
授
還
暦
記
念
論
文
集
刊
行
会
編
『
経
済
学

に
お
け
る
理
論
と
歴
史
―
荒
牧
哲
郎
教
授
還
暦
記
念
論
文
集
―
』
文
献
出
版
、

一
九
八
三
年
三
月
）

�
「
福
井
藩
論
と
海
舟
・
龍
馬
路
線
―
相
互
関
連
的
把
握
を
中
心
に
―
」（『
仁

愛
女
子
短
期
大
学
紀
要
』
一
四
号
、
一
九
八
三
年
三
月
）

�
「「
昭
和
恐
慌
」
下
の
福
井
県
の
農
民
層
分
解
に
つ
い
て
」（『
若
越
郷
土
研
究
』

二
八
巻
四
号
、
一
九
八
三
年
七
月
）

�
「「
昭
和
恐
慌
」
前
後
の
農
家
経
済
の
一
考
察
―
福
井
県
下
の
動
向
を
中
心

に
―
」（『
福
井
工
業
大
学
研
究
紀
要
』
一
四
号
、
一
九
八
四
年
一
〇
月
）

�
「「
昭
和
恐
慌
」
後
の
農
村
経
済
更
生
運
動
の
一
考
察
―
福
井
県
旧
坂
井
郡

大
石
村
の
動
向
を
中
心
に
―
」（
日
本
海
地
域
史
研
究
会
・
田
中
喜
男
編
『
日

本
海
地
域
史
研
究 

第
六
輯
』
文
献
出
版
、
一
九
八
四
年
一
二
月
）

�
「
福
井
県
下
の
地
主
制
展
開
過
程
の
一
考
察
―
明
治
・
大
正
期
を
中
心
に
―
」

（『
若
越
郷
土
研
究
』
三
〇
巻
一
号
、
一
九
八
五
年
二
月
）
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�
「「
北
陸
近
代
化
」
路
線
の
地
域
類
型
的
把
握
―
福
井
県
下
の
動
向
を
中
心

に
―
」（『
福
井
工
業
大
学
研
究
紀
要
』
一
五
号
、
一
九
八
五
年
七
月
）

�
「
北
陸
広
域
自
由
民
権
の
史
的
性
格
―
北
陸
近
代
化
路
線
の
一
断
面
―
」

（『
若
越
郷
土
研
究
』
三
〇
巻
五
号
、
一
九
八
五
年
九
月
）

�
「
戦
時
下
農
家
経
済
の
一
考
察
―
福
井
県
下
の
動
向
を
中
心
に
―
」（『
福
井

工
業
大
学
研
究
紀
要
』
一
六
号
、
一
九
八
六
年
六
月
）

�
「
戦
時
下
農
村
構
造
の
再
編
に
つ
い
て
―
「
中
間
型
」
福
井
県
の
動
向
を
中

心
に
―
」（『
若
越
郷
土
研
究
』
三
一
巻
六
号
、
一
九
八
六
年
一
一
月
）

�
「
戦
時
下
の
産
業
組
合
活
動
の
質
的
転
換
に
つ
い
て
―
福
井
県
丹
生
郡
旧
越

廼
・
下
岬
両
村
の
事
例
を
中
心
に
―
」（『
福
井
工
業
大
学
研
究
紀
要
』
一
七
号
、

一
九
八
七
年
六
月
）

�
「
日
本
近
代
の
真
宗
地
帯
の
歴
史
的
性
格
―
越
前
・
旧
今
立
郡
下
の
動
向
を

中
心
に
―
」（『
福
井
工
業
大
学
研
究
紀
要
』
一
八
号
、
一
九
八
八
年
六
月
）

�
「
北
陸
広
域
民
権
運
動
と
真
宗
地
帯
」（『
北
陸
都
市
史
学
会
報
』
一
〇
号
、

一
九
八
八
年
八
月
）

�
「
日
本
近
代
化
と
真
宗
地
帯
の
性
格
―
明
治
期
越
前
地
方
の
事
例
よ
り
―
」

（『
福
井
県
史
研
究
』
六
号
、
一
九
八
九
年
三
月
）

�
「
日
本
近
代
の
「
信
教
自
由
」
の
歴
史
的
性
格
―
越
前
真
宗
地
帯
の
事
例
か

ら
―
」（『
若
越
郷
土
研
究
』
三
四
巻
三
号
、
一
九
八
九
年
五
月
）

�
「
近
代
機
業
発
展
と
真
宗
地
帯
―
越
前
の
動
向
を
中
心
に
―
」（『
福
井
工
業

大
学
研
究
紀
要
』
一
九
号
、
一
九
八
九
年
九
月
）

―
一
九
九
〇
年
代
―

�
「
維
新
期
の
「
公
議
論
」
路
線
の
歴
史
的
性
格
―
福
井
藩
の
動
向
を
中
心
に

―
」（『
福
井
県
史
研
究
』
七
号
、
一
九
九
〇
年
三
月
）

�
「
明
治
前
期
の
勧
農
策
と
真
宗
地
帯
―
福
井
市
近
郊
農
村
、
一
篤
農
の
巡
回

指
導
―
」（『
福
井
工
業
大
学
研
究
紀
要
』
二
〇
号
（
第
二
部
）、一
九
九
〇
年
七
月
）

�
「「
一
九
二
〇
年
恐
慌
」
後
の
農
家
経
済
の
実
像
―
越
前
真
宗
地
帯
で
の
事

例
―
」（『
福
井
工
業
大
学
研
究
紀
要
』
二
一
号
（
第
二
部
）、
一
九
九
一
年
三
月
）

�
「
橋
本
左
内
と
横
井
小
楠
の
露
・
英
観
―
両
者
の
外
交
観
の
異
同
性
を
中
心

に
―
」（
熊
本
近
代
史
研
究
会
編
『
近
代
に
お
け
る
熊
本
・
日
本
・
ア
ジ
ア
』
熊

本
近
代
史
研
究
会
、
一
九
九
一
年
三
月
）

�
「
福
井
藩
「
挙
藩
上
洛
計
画
」
に
み
る
横
井
小
楠
の
「
公
議
論
」
基
調
（
特

集 

横
井
小
楠
の
思
想
）」（『
日
本
思
想
史
』
三
七
号
、
一
九
九
一
年
五
月
）

�
「
近
代
機
業
発
展
と
北
陸
真
宗
地
帯
」（『
福
井
工
業
大
学
研
究
紀
要
』二
二
号（
第

二
部
）、
一
九
九
二
年
三
月
）

�
「
横
井
小
楠
・
佐
久
間
象
山
の
海
防
論
―
両
論
の
異
同
性
を
中
心
に
―
」（『
福

井
工
業
大
学
研
究
紀
要
』
二
三
号
（
第
二
部
）、
一
九
九
三
年
三
月
）

�
「
幕
末
の
日
本
海
域
に
お
け
る
海
防
策
―
若
越
諸
藩
の
動
向
を
中
心
に
―
」

（『
福
井
市
立
郷
土
歴
史
博
物
館
研
究
紀
要
』
創
刊
号
、
一
九
九
三
年
三
月
）

�
「
文
久
期
幕
政
改
革
に
み
る
横
井
小
楠
の
論
策
」（『
近
代
熊
本
』
二
四
号
、

一
九
九
三
年
九
月
）

�
「
幕
末
の
福
井
・
熊
本
両
藩
の
藩
政
改
革
へ
の
横
井
小
楠
の
対
応
に
つ
い
て

の
一
考
察
」（『
福
井
工
業
大
学
研
究
紀
要
』二
四
号（
第
二
部
）、一
九
九
四
年
三
月
）

�
「
横
井
小
楠
門
弟
に
よ
る
明
治
初
年
の
福
井
・
熊
本
両
藩
の
藩
政
改
革
、

そ
の
後
の
殖
産
策
」（『
福
井
工
業
大
学
研
究
紀
要
』
二
五
号
（
第
二
部
）、

一
九
九
五
年
三
月
）
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若
越
郷
土
研
究　

六
十
巻
一
号

�
「
横
井
小
楠
・
李
退
渓
路
線
の
再
評
価
―
小
楠
没
後
一
二
五
年
に
想
う
―
」

（『
福
井
市
立
郷
土
歴
史
博
物
館
研
究
紀
要
』
三
号
、
一
九
九
五
年
三
月
）

�
「
明
治
前
期
、
越
前
・
熊
本
の
自
由
民
権
運
動
に
み
る
横
井
小
楠
路
線
」（『
福

井
工
業
大
学
紀
要
』
二
六
号
（
第
二
部
）、
一
九
九
六
年
三
月
）

�
「
横
井
小
楠
経
世
論
の
啓
発
力
の
一
考
察
」（『
福
井
工
業
大
学
研
究
紀
要
』

二
七
号
（
第
二
部
）、
一
九
九
七
年
三
月
）

―
二
〇
〇
〇
年
代
―

�
「
横
井
小
楠
実
学
の
特
質
、
そ
の
啓
発
力
」（『
霊
山
歴
史
館
紀
要
』
一
三
号
、

二
〇
〇
〇
年
四
月
）

�
「
幕
末
福
井
・
柳
川
両
藩
の
殖
産
興
業
の
類
似
性
―
横
井
小
楠
と
の
か
か
わ

り
を
中
心
に
―
」（『
若
越
郷
土
研
究
』
四
八
巻
一
号
、
二
〇
〇
三
年
七
月
）

�
「
日
本
フ
ァ
シ
ズ
ム
形
成
過
程
下
の
真
宗
地
帯
―
越
前
の
動
向
を
中
心
に

―
」（『
福
井
県
文
書
館
研
究
紀
要
』
二
号
、
二
〇
〇
五
年
三
月
）

�
「「
五
ヶ
条
の
御
誓
文
」の
歴
史
的
性
格
―「
画
餅
の
弊
」か
ら
の
脱
却
難
―
」

（『
若
越
郷
土
研
究
』
五
一
巻
一
号
、
二
〇
〇
六
年
八
月
）

―
二
〇
一
〇
年
代
―

�
「「
五
ヶ
条
の
御
誓
文
」
の
特
質
―
ゆ
が
め
ら
れ
た
近
代
化
の
軌
跡
―
」（『
若

越
郷
土
研
究
』
五
五
巻
一
号
、
二
〇
一
〇
年
八
月
）

�
「
幕
末
の
対
馬
の
危
機
的
情
勢
―
日
本
海
保
全
と
の
関
連
―
」（『
若
越
郷
土

研
究
』
五
五
巻
二
号
、
二
〇
一
一
年
二
月
）

�
「『
陣
中
日
誌
』
の
特
異
な
歴
史
的
性
格
」（『
若
越
郷
土
研
究
』
五
六
巻
一
号
、

二
〇
一
一
年
八
月
）

　
　
（
五
）
短
文
・
随
想
・
読
み
物

①
「
由
利
公
正
―
激
動
期
に
生
き
た
財
政
家
―
」（
青
少
年
育
成
福
井
県
民
会
議

編
『
若
越
山
脈 

第
一
集
―
郷
土
に
光
を
掲
げ
た
人
び
と
―
』
福
井
県
、
一
九
七
〇

年
三
月
）

②
「
山
本
条
太
郎
―
満
鉄
中
興
の
偉
材
―
」（
青
少
年
育
成
福
井
県
民
会
議
編
『
若

越
山
脈 

第
三
集
―
郷
土
に
光
を
掲
げ
た
人
び
と
―
』
福
井
県
、一
九
七
二
年
三
月
）

③
「
危
機
感
に
徹
し
た
越
前
藩
と
勝
海
舟
」（『
歴
史
読
本
』
一
九
巻
二
号
、

一
九
七
四
年
二
月
）

④
「
研
修
活
動
の
推
進
を
目
指
す
学
校
経
営
―
福
井
県
清
水
町
立
清
水
中
学
校

―
（
特
集 

学
校
経
営
を
省
み
る 

実
践
研
究
）」（『
中
等
教
育
資
料
』
二
四
巻
二
号
、

一
九
七
五
年
二
月
）

⑤
「
刊
行
に
よ
せ
て
」（
大
野
高
等
学
校
創
立
七
〇
周
年
記
念
誌
編
集
委
員
会
編
『
大

高
の
七
〇
年
』
福
井
県
立
大
野
高
等
学
校
創
立
七
〇
周
年
記
念
行
事
実
行
委
員
会
、

一
九
七
五
年
一
〇
月
）

⑥
「
歴
代
校
長
・
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
」（
大
野
高
等
学
校
創
立
七
〇
周
年
記
念
誌
編
集

委
員
会
編
『
大
高
の
七
〇
年
』
福
井
県
立
大
野
高
等
学
校
創
立
七
〇
周
年
記
念
行

事
実
行
委
員
会
、
一
九
七
五
年
一
〇
月
）

⑦
「
由
利
公
正
」（『
季
刊
歴
史
と
文
学
』
一
三
号
、
一
九
七
五
年
）

⑧
「
紀
要
第
一
六
号
の
発
刊
に
寄
せ
て
」（『
福
井
県
立
大
野
高
等
学
校
研
究
紀
要
』

一
六
号
、
一
九
七
六
年
三
月
）

⑨
「
由
利
公
正
―
幕
末
・
維
新
期
の
財
政
家
―
（
日
本
史
発
掘 

三
一
）」（『
日
本

及
日
本
人
』
昭
和
五
一
年
盛
夏
号
、
一
九
七
六
年
七
月
）

⑩
「
大
野
藩
」（『
新
編
物
語
藩
史 

第
六
巻
』
新
人
物
往
来
社
、
一
九
七
六
年
一
一
月
）



9

三
上
一
夫
先
生 

略
歴
・
業
績
目
録

⑪
「「
研
究
紀
要
」
第
一
七
号
刊
行
に
よ
せ
て
」（『
福
井
県
立
大
野
高
等
学
校
研

究
紀
要
』
一
七
号
、
一
九
七
七
年
三
月
）

⑫
「
松
平
春
嶽
―
新
生
日
本
を
見
通
し
た
名
君
―
」（
青
少
年
育
成
福
井
県
民

会
議
編
『
若
越
山
脈 

第
四
集
―
郷
土
に
光
を
掲
げ
た
人
び
と
―
』
福
井
県
、

一
九
七
七
年
三
月
）

⑬
「
主
題
学
習
を
実
践
し
て
」（
熊
谷
幸
次
郎
編
『
日
本
史
主
題
学
習
の
研
究
』
法

律
文
化
社
、
一
九
七
七
年
四
月
）

⑭
「
千
利
休
」（
熊
谷
幸
次
郎
編
『
日
本
史
主
題
学
習
の
研
究
』
法
律
文
化
社
、

一
九
七
七
年
四
月
）

⑮
「
藩
政
」（
熊
谷
幸
次
郎
編
『
日
本
史
主
題
学
習
の
研
究
』
法
律
文
化
社
、

一
九
七
七
年
四
月
）

⑯
「
琵
琶
湖
・
日
本
海
の
舟
運
」（
熊
谷
幸
次
郎
編
『
日
本
史
主
題
学
習
の
研
究
』

法
律
文
化
社
、
一
九
七
七
年
四
月
）

⑰
「
紀
要
第
一
八
号
の
発
刊
に
寄
せ
て
」（『
福
井
県
立
大
野
高
等
学
校
研
究
紀
要
』

一
八
号
、
一
九
七
八
年
三
月
）

⑱
「
福
井
県
の
年
中
行
事
」（
福
井
県
郷
土
史
教
育
研
究
会
編
著
『
ぼ
く
ら
の
福
井

県
―
郷
土
の
地
理
と
歴
史
―
（
ポ
プ
ラ
社
の
県
別
シ
リ
ー
ズ
一
七
）』
ポ
プ
ラ
社
、

一
九
七
八
年
七
月
）

⑲
「
こ
れ
か
ら
の
福
井
県
」（
福
井
県
郷
土
史
教
育
研
究
会
編
著
『
ぼ
く
ら
の
福
井

県
―
郷
土
の
地
理
と
歴
史
―
（
ポ
プ
ラ
社
の
県
別
シ
リ
ー
ズ
一
七
）』
ポ
プ
ラ
社
、

一
九
七
八
年
七
月
）

⑳
「
地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
社
会
科
学
習
（
特
集 

地
域
に
根
ざ
し
た
学
習
）」

（『
中
等
教
育
資
料
』
二
七
巻
一
二
号
、
一
九
七
八
年
八
月
）

�
「
研
究
紀
要
一
九
号
の
発
刊
に
寄
せ
て
」（『
福
井
県
立
大
野
高
等
学
校
研
究
紀

要
』
一
九
号
、
一
九
七
九
年
三
月
）

�
「
は
じ
め
に
」（『
福
井
県
教
育
研
究
所
研
究
紀
要
』
七
六
号
、
一
九
七
九
年
六
月
）

�
「
序
」（『
福
井
県
教
育
研
究
所
研
究
紀
要
』
七
七
号
、
一
九
八
〇
年
三
月
）

�
「
地
域
社
会
の
教
育
力
を
見
直
す
（
特
集 

地
域
社
会
と
の
協
動
）」（『
教
育
展
望
』

二
六
巻
三
号
、
一
九
八
〇
年
四
月
）

�
「
は
じ
め
に
」（『
福
井
県
教
育
研
究
所
研
究
紀
要
』
七
八
号
、
一
九
八
〇
年
六
月
）

�
「
幕
末
の
越
前
藩
の
海
防
意
識
の
今
日
的
課
題
―
一
外
人
の
提
言
よ
り
―
」

（『
南
越
』
五
〇
号
、
一
九
八
〇
年
九
月
）

�
「
研
究
所
だ
よ
り
―
福
井
県
教
育
研
究
所
―
」（『
教
育
心
理
』
二
八
巻
一
二
号
、

一
九
八
〇
年
一
二
月
）

�
「
序
」（『
福
井
県
教
育
研
究
所
研
究
紀
要
』
七
九
号
、
一
九
八
一
年
三
月
）

�
「
会
員
だ
よ
り
」（『
南
越
』
五
一
号
、
一
九
八
一
年
四
月
）

�
「
は
じ
め
に
」（『
福
井
県
教
育
研
究
所
研
究
紀
要
』
八
〇
号
、
一
九
八
一
年
六
月
）

�
「
刊
行
の
こ
と
ば
」（『
福
井
県
教
育
研
究
所
研
究
紀
要
』
八
一
号
、一
九
八
二
年
三
月
）

�
「
越
前
と
幕
末
の
志
士（
由
利
公
正
・
内
山
隆
佐
）」（『
地
域
文
化
研
究
』二
巻
三
号
、

一
九
八
二
年
六
月
）

�
「
越
前
大
野
藩
の
〝
経
略
魂
〟（
歴
史
に
学
ぶ
―
「
指
導
」・「
改
革
」・「
実
践
」

―
の
記
録
）」（『
日
本
及
日
本
人
』
昭
和
五
七
年
盛
夏
号
、
一
九
八
二
年
七
月
）

�
「
松
平
春
嶽
―
天
下
の
公
論
を
諭
す
―
（
龍
馬
を
め
ぐ
る
群
像
）」（『
歴
史
と
旅
』

九
巻
一
〇
号
、
一
九
八
二
年
八
月
）

�
「
通
信
欄
」（『
南
越
』
五
四
号
、
一
九
八
二
年
九
月
）

�
「
教
育
人
国
記
（
福
井
県
）」（『
学
校
経
営
』
二
八
巻
二
号
、
一
九
八
三
年
二
月
）
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若
越
郷
土
研
究　

六
十
巻
一
号

�
「
若
越
諸
藩
の
藩
校
教
育
の
特
質
」（『
若
越
郷
土
研
究
』
二
八
巻
五
号
、

一
九
八
三
年
九
月
）

�
「
日
本
海
地
域
、
特
に
越
前
地
区
の
近
代
化
路
線
の
歴
史
的
性
格
（
研
究
状

況
）」（『
福
井
工
業
大
学
研
究
紀
要
』
一
三
号
、
一
九
八
三
年
一
〇
月
）

�
「
昭
和
初
期
の
本
県
農
村
経
済
の
歴
史
的
性
格
（
研
究
状
況
）」（『
福
井
工
業

大
学
研
究
紀
要
』
一
四
号
、
一
九
八
四
年
一
〇
月
）

�
「
通
信
欄
」（『
南
越
』
五
九
号
、
一
九
八
五
年
四
月
）

�
「
日
本
近
代
化
の
歴
史
的
性
格
（
研
究
状
況
）」（『
福
井
工
業
大
学
研
究
紀
要
』

一
五
号
、
一
九
八
五
年
七
月
）

�
「
激
動
期
の
財
政
家 

由
利
公
正
（
福
井
県
の
産
業
・
経
済
近
代
化
を
進
め
た
人
）」

（『
福
井
県
経
済
経
営
研
究
所
調
査
月
報
』
一
九
号
、
一
九
八
五
年
九
月
）

�
「
藩
店
「
大
野
屋
」
の
創
始
者 

内
山
良
休
（
福
井
県
の
産
業
・
経
済
近
代
化
を
進

め
た
人
）」（『
福
井
県
経
済
経
営
研
究
所
調
査
月
報
』
二
〇
号
、
一
九
八
五
年
一
〇
月
）

�
「
幕
末
維
新
の
変
革
期
に
果
た
し
た
福
井
藩
の
藩
校
教
育
」（『
福
井
の
文
化
』

七
号
、
一
九
八
五
年
一
〇
月
）

�
「
北
陸
の
機
業
発
展
と
宗
教
倫
理
」（『
若
越
』
六
〇
号
、
一
九
八
五
年
一
〇
月
）

�
「
機
業
界
の
大
先
覚 

三
宅
丞
四
郎
（
福
井
県
の
産
業
・
経
済
近
代
化
を
進
め
た

人
）」（『
福
井
県
経
済
経
営
研
究
所
調
査
月
報
』
二
一
号
、
一
九
八
五
年
一
一
月
）

�
「
武
生
の
地
域
・
物
産
振
興
家 

松
井
耕
雪
（
福
井
県
の
産
業
・
経
済
近
代
化
を
進

め
た
人
）」（『
福
井
県
経
済
経
営
研
究
所
調
査
月
報
』
二
二
号
、
一
九
八
五
年
一
二
月
）

�
「
敦
賀
港
切
っ
て
の
大
事
業
家 

大
和
田
荘
七
（
福
井
県
の
産
業
・
経
済
近
代
化
を

進
め
た
人
）」（『
福
井
県
経
済
経
営
研
究
所
調
査
月
報
』
二
三
号
、一
九
八
六
年
一
月
）

�
「
機
業
界
の
リ
ー
ダ
ー
役 

松
井
文
太
郎
（
福
井
県
の
産
業
・
経
済
近
代
化
を
進

め
た
人
）」（『
福
井
県
経
済
経
営
研
究
所
調
査
月
報
』
二
四
号
、一
九
八
六
年
二
月
）

�
「
農
会
活
動
の
立
て
役
者 

山
田

（
福
井
県
の
産
業
・
経
済
近
代
化
を
進
め
た

人
）」（『
福
井
県
経
済
経
営
研
究
所
調
査
月
報
』
二
五
号
、
一
九
八
六
年
三
月
）

�
「
通
信
欄
」（『
若
越
』
六
一
号
、
一
九
八
六
年
四
月
）

�
「
越
前
和
紙
再
興
の
偉
業
・
岩
野
平
三
郎
（
福
井
県
の
産
業
・
経
済
近
代
化
を
進

め
た
人
）」（『
福
井
県
経
済
経
営
研
究
所
調
査
月
報
』
二
六
号
、
一
九
八
六
年
四
月
）

�
「
偉
大
な
論
策
家
・
横
井
小
楠
（
福
井
県
の
産
業
・
経
済
近
代
化
を
進
め
た
人
）」

（『
福
井
県
経
済
経
営
研
究
所
調
査
月
報
』
二
七
号
、
一
九
八
六
年
五
月
）

�
「
日
本
近
代
化
路
線
の
特
質
―
「
北
陸
近
代
化
」
の
分
析
視
角
か
ら
―
（
研

究
状
況
）」（『
福
井
工
業
大
学
研
究
紀
要
』
一
六
号
、
一
九
八
六
年
六
月
）

�
「
優
れ
た
学
統
の
も
と
で
（
歴
代
校
長
回
想
文
）」（
八
〇
周
年
記
念
誌
編
集

委
員
会
編
『
大
野
高
校
八
十
年
史
』
創
立
八
〇
周
年
記
念
行
事
実
行
委
員
会
、

一
九
八
六
年
九
月
）

�
「
昭
和
戦
中
期
の
出
征
将
兵
の
犠
牲
―
旧
丹
生
郡
越
廼
・
下
岬
両
村
の
場
合

―
」（『
若
越
』
六
二
号
、
一
九
八
六
年
九
月
）

�
「
通
信
欄
」（『
若
越
』
六
三
号
、
一
九
八
七
年
四
月
）

�
「
近
代
に
お
け
る
真
宗
地
帯
の
歴
史
的
性
格
（
研
究
状
況
）」（『
福
井
工
業
大

学
研
究
紀
要
』
一
七
号
、
一
九
八
七
年
六
月
）

�
「
越
前
と
幕
末
の
志
士
（
由
利
公
正
・
内
山
隆
佐
）」（『
若
越
』
六
四
号
、

一
九
八
七
年
九
月
）

�
「
通
信
欄
」（『
若
越
』
六
四
号
、
一
九
八
七
年
九
月
）

�
「
松
平
春
嶽
―
天
下
の
口マ
マ

論
を
論
す
―
」（『
若
越
』
六
五
号
、一
九
八
八
年
四
月
）

�
「
通
信
欄
」（『
若
越
』
六
五
号
、
一
九
八
八
年
四
月
）
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三
上
一
夫
先
生 

略
歴
・
業
績
目
録

�
「
通
信
欄
」（『
若
越
』
六
六
号
、
一
九
八
八
年
九
月
）

�
「
歴
代
所
長
と
沿
革
（
三
上
一
夫
）」（
福
井
県
教
育
研
究
所
四
十
年
史
編
集
委
員

会
編『
福
井
県
教
育
研
究
所
四
十
年
史
』福
井
県
教
育
研
究
所
、一
九
八
九
年
一
一
月
）

�
「
通
信
欄
」（『
若
越
』
六
九
号
、
一
九
九
〇
年
四
月
）

�
「
道
元
の
絶
筆
を
ど
う
み
る
か
」（『
若
越
』
第
七
一
号
、
一
九
九
一
年
四
月
）

�
「
通
信
欄
」（『
若
越
』
七
五
号
、
一
九
九
三
年
四
月
）

�
「
現
代
に
つ
な
が
る
横
井
小
楠
の
政
治
社
会
像
」（『
福
井
の
文
化
』
二
四
号
、

一
九
九
五
年
三
月
）

�
「
議
会
制
へ
の
松
平
春
嶽
の
先
見
性
―
春
嶽
朱
筆
入
り
の
『
大
英
国
志
』
よ

り
―
」（『
福
井
市
立
郷
土
歴
史
博
物
館
研
究
紀
要
』
五
号
、
一
九
九
七
年
三
月
）

�
「
福
井
時
代
の
坂
本
龍
馬
（
シ
リ
ー
ズ
人
物
検
証 

一
五 

検
証 

坂
本
龍
馬
の
全
仕

事
）」（『
歴
史
読
本
』
四
二
巻
八
号
、
一
九
九
七
年
八
月
）

�
「
坂
本
龍
馬
と
福
井
藩
」（
新
人
物
往
来
社
編
『
共
同
研
究
・
坂
本
龍
馬
』
新
人

物
往
来
社
、
一
九
九
七
年
八
月
）

�
「
文
久
期
幕
政
改
革
と
小
楠
」（
源
了
圓
・
花
立
三
郎
・
三
上
一
夫
・
水
野
公
寿
編『
横

井
小
楠
の
す
べ
て
』
新
人
物
往
来
社
、
一
九
九
八
年
三
月
）

�
「
福
井
藩
「
挙
藩
上
洛
」
を
画
策
」（
源
了
圓
・
花
立
三
郎
・
三
上
一
夫
・
水
野

公
寿
編
『
横
井
小
楠
の
す
べ
て
』
新
人
物
往
来
社
、
一
九
九
八
年
三
月
）

�
「
松
平
春
嶽
―
人
物
論
―
」（
三
上
一
夫
・
舟
澤
茂
樹
編
『
松
平
春
嶽
の
す
べ
て
』

新
人
物
往
来
社
、
一
九
九
九
年
一
二
月
）

�
「
松
平
春
嶽
と
公
武
合
体
運
動
」（
三
上
一
夫
・
舟
澤
茂
樹
編
『
松
平
春
嶽
の
す

べ
て
』
新
人
物
往
来
社
、
一
九
九
九
年
一
二
月
）

�
「
松
平
春
嶽
と
横
井
小
楠
」（
三
上
一
夫
・
舟
澤
茂
樹
編
『
松
平
春
嶽
の
す
べ
て
』

新
人
物
往
来
社
、
一
九
九
九
年
一
二
月
）

�
「「
由
利
哲
学
」
の
今
日
的
課
題
（
教
職
員
の
思
い
出
の
記
）」（
清
水
中
学
校
創

立
五
〇
周
年
記
念
事
業
記
念
誌
部
会
編
『
清
水
中
学
校
五
十
年
史
』
清
水
中
学
校

創
立
五
〇
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
、
二
〇
〇
〇
年
一
二
月
）

�
「
由
利
公
正
―
そ
の
人
物
論
―
」（
三
上
一
夫
・
舟
澤
茂
樹
編
『
由
利
公
正
の
す

べ
て
』
新
人
物
往
来
社
、
二
〇
〇
一
年
五
月
）

�
「
由
利
公
正
と
民
撰
議
院
設
立
建
白
」（
三
上
一
夫
・
舟
澤
茂
樹
編
『
由
利
公
正

の
す
べ
て
』
新
人
物
往
来
社
、
二
〇
〇
一
年
五
月
）

�
「
由
利
公
正
と
明
治
前
期
殖
産
策
」（
三
上
一
夫
・
舟
澤
茂
樹
編
『
由
利
公
正
の

す
べ
て
』
新
人
物
往
来
社
、
二
〇
〇
一
年
五
月
）

�
「
横
井
小
楠
（
小
特
集 

幕
末
・
維
新
期
の
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
）」（『
環
―
歴
史
・
環
境
・

文
明
―
』
一
三
号
、
二
〇
〇
三
年
五
月
）

�
「
横
井
小
楠
思
想
に
魅
せ
ら
れ
て
（
特
集
／
私
と
横
井
小
楠
―
研
究
の
回
顧
と

展
望
―
）」（『
横
井
小
楠
研
究
会
年
報
』
一
号
、
二
〇
〇
三
年
七
月
）

�
「
松
平
春
嶽
の
旺
盛
な
情
報
収
集
力
」（『
福
井
市
立
郷
土
歴
史
博
物
館
研
究
紀

要
』
一
二
号
、
二
〇
〇
四
年
三
月
）

�
「
故
松
平
永
芳
氏
を
し
の
ぶ
―
春
嶽
公
文
庫
寄
贈
、
篤
実
な
人
柄
魅
力
―
」

（『
福
井
新
聞
』
二
〇
〇
五
年
七
月
二
六
日
）

�
「
松
平
春
嶽
の
先
見
性
―
幕
末
維
新
期
情
勢
の
分
析
視
角
よ
り
―
」（『
福
井

市
立
郷
土
歴
史
博
物
館
研
究
紀
要
』
一
八
号
、
二
〇
一
一
年
三
月
）

�
「
橋
本
左
内
の
先
見
性
に
つ
い
て
」（『
若
越
郷
土
研
究
』
五
七
巻
一
号
、

二
〇
一
二
年
八
月
）

�
「
橋
本
左
内
の
先
見
性
に
つ
い
て
の
一
考
察
」（『
福
井
市
立
郷
土
歴
史
博
物
館
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若
越
郷
土
研
究　

六
十
巻
一
号

研
究
紀
要
』
一
九
号
、
二
〇
一
三
年
三
月
）

�
「
新
撰
組
副
長
土
方
歳
三
の
歴
史
認
識
」（『
福
井
市
立
郷
土
歴
史
博
物
館
研
究

紀
要
』
一
九
号
、
二
〇
一
三
年
三
月
）

�
「
北
陸
自
由
民
権
運
動
の
起
伏
」（『
若
越
郷
土
研
究
』
五
八
巻
一
号
、
二
〇
一
三

年
八
月
）

�
「
榎
本
武
揚
の
「
蝦
夷
地
共
和
国
」
論
（
遺
稿
）」（『
若
越
郷
土
研
究
』
六
〇
巻

一
号
、
二
〇
一
五
年
八
月
）

�
「
二
・
二
六
事
件
に
か
か
わ
る
危
機
的
情
勢
に
つ
い
て
の
一
考
察
（
遺
稿
）」

（『
若
越
郷
土
研
究
』
六
〇
巻
一
号
、
二
〇
一
五
年
八
月
）

�
「
満
州
事
変
の
歴
史
的
性
格
に
つ
い
て
の
一
考
察
（
遺
稿
）」（『
若
越
郷
土
研
究
』

六
〇
巻
一
号
、
二
〇
一
五
年
八
月
）

　
　
（
六
）
史
料
集
・
史
料
紹
介

①
「
明
治
六
年
越
前
大
一
揆
」（『
日
本
庶
民
生
活
史
料
集
成 
第
一
三
巻 

騒
擾
』

三
一
書
房
、
一
九
七
〇
年
一
二
月
）［
校
訂
・
解
題
・
補
註
］

②
『
越
藩
史
略
』
歴
史
図
書
社
、
一
九
七
五
年
一
一
月
［
校
訂
］

③
「
明
和
騒
動
記
」（
原
田
伴
彦
ほ
か
編
『
日
本
都
市
生
活
史
料
集
成 

四 

城
下
町
篇 

Ⅱ
』
学
習
研
究
社
、
一
九
七
六
年
一
月
）［
校
註
］

④
「
越
前
藩
の
幕
末
情
報
収
集
録
『
文
久
三
亥
雑
記
』（
抄
録
）
―
挙
藩
上
洛

計
画
の
政
治
社
会
的
背
景
の
視
角
か
ら
―
」（『
福
井
県
立
大
野
高
等
学
校
研

究
紀
要
』
一
六
号
、
一
九
七
六
年
三
月
）

⑤
「〈
史
料
紹
介
〉
幕
末
越
前
藩
の
諸
情
報
収
集
録
『
文
久
三
亥
雑
記
』」（
日

本
海
地
域
史
研
究
会
・
田
中
喜
男
編
『
日
本
海
地
域
史
研
究 

第
三
輯
』
文
献
出
版
、

一
九
八
一
年
一
〇
月
）

⑥
「〈
史
料
紹
介
〉初
代
鈴
木
市
政
の
特
質
―
鈴
木
準
道『
市
務
日
誌
』よ
り
―
」

（『
福
井
市
立
郷
土
歴
史
博
物
館
研
究
紀
要
』
二
号
、
一
九
九
四
年
三
月
）

　
　
（
七
）
書
評
・
新
刊
紹
介
・
文
献
一
覧

①
「〈�

書
評
〉『
福
井
県
地
域
史
研
究
（
二
号
）』」（『
若
越
郷
土
研
究
』
一
六
巻
四
号
、

一
九
七
一
年
七
月
）

②
「〈�

書
評
〉
白
崎
昭
一
郎
著
『
継
体
天
皇
の
研
究
』」（『
若
越
郷
土
研
究
』
一
七

巻
六
号
、
一
九
七
二
年
一
二
月
）

③
「〈�

書
評
〉『
徳
光
用
水
』」（『
若
越
郷
土
研
究
』
一
八
巻
五
号
、一
九
七
三
年
九
月
）

④
「〈�

書
評
〉『
芦
原
町
史
』」（『
若
越
郷
土
研
究
』
一
九
巻
三
号
、一
九
七
四
年
七
月
）

⑤
「〈�

書
評
〉『
越
前
藩
幕
末
維
新
公
用
日
記
』」（『
若
越
郷
土
研
究
』
一
九
巻
六
号
、

一
九
七
四
年
一
一
月
）

⑥
「〈�

書
評
〉『
福
井
県
地
域
史
研
究
』
第
五
号
」（『
若
越
郷
土
研
究
』
二
〇
巻
五
号
、

一
九
七
五
年
九
月
）

⑦
「〈�

書
評
〉
重
松
明
久
著
『
蓮
如
と
越
前
一
向
一
揆
』」（『
若
越
郷
土
研
究
』

二
〇
巻
五
号
、
一
九
七
五
年
九
月
）

⑧
「〈�

書
評
〉『
え
ち
ぜ
ん
・
わ
か
さ
』
創
刊
号
―
「
福
井
民
俗
の
会
」
新
発
足

―
」（『
若
越
郷
土
研
究
』
二
〇
巻
六
号
、
一
九
七
五
年
九
月
）

⑨
「〈�
書
評
〉
佐
久
高
士
著
『
近
世
農
村
の
数
的
研
究
―
越
前
国
宗
門
人
別
御

改
帳
の
分
析
綜
合
―
』」（『
若
越
郷
土
研
究
』二
一
巻
一
号
、一
九
七
六
年
一
月
）

⑩
「〈�

書
評
〉
竹
内
信
夫
編
『
政
午
紀
行
―
間
部
詮
勝
領
内
巡
見
の
記
―
』」（『
若

越
郷
土
研
究
』
二
一
巻
三
号
、
一
九
七
六
年
一
月
）
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三
上
一
夫
先
生 

略
歴
・
業
績
目
録

⑪
「〈�

書
評
〉
舟
沢
茂
樹
著
『
福
井
城
下
も
の
が
た
り
』」（『
若
越
郷
土
研
究
』

二
一
巻
五
号
、
一
九
七
六
年
九
月
）

⑫
「〈�
書
評
〉『
松
ケ
鼻
用
水
沿
革
史
』」（『
若
越
郷
土
研
究
』
二
一
巻
五
号
、

一
九
七
六
年
九
月
）

⑬
「〈�

書
評
〉
杉
原
丈
夫
著
『
若
越
民
話
の
世
界
』」（『
若
越
郷
土
研
究
』
二
二
巻

一
号
、
一
九
七
七
年
一
月
）

⑭
「〈�

新
刊
紹
介
〉『
福
井
県
下
高
等
学
校
図
書
館
郷
土
資
料
総
合
目
録
』」（『
若

越
郷
土
研
究
』
二
二
巻
一
号
、
一
九
七
七
年
一
月
）

⑮
「〈�

書
評
〉
松
原
信
之
著
『
朝
倉
氏
と
戦
国
村
一
乗
谷
』」（『
若
越
郷
土
研
究
』

二
三
巻
五
号
、
一
九
七
八
年
一
〇
月
）

⑯
「〈�

書
評
〉
白
崎
昭
一
郎
著
『
郷
土
史
夜
話
―
え
ち
ぜ
ん
・
わ
か
さ
―
』」（『
若

越
郷
土
研
究
』
二
三
巻
六
号
、
一
九
七
八
年
一
一
月
）

⑰
「〈�

書
評
〉
田
中
光
子
著
『
ふ
く
い
女
性
史
―
近
代
福
井
の
光
と
陰
に
生
き

る
―
』」（『
若
越
郷
土
研
究
』
二
四
巻
一
号
、
一
九
七
九
年
一
月
）

⑱
「〈�

書
評
〉
田
中
光
子
著
『
ふ
く
い
女
性
史
―
近
代
福
井
の
光
と
陰
に
生
き

る
―
』」（『
若
越
郷
土
研
究
』
二
四
巻
二
号
、
一
九
七
九
年
三
月
）
※
⑰
と
同
一

⑲
「〈�

新
刊
紹
介
〉杉
本
伊
佐
美
編
著『
回
想
・
河
和
田
の
里
』」（『
若
越
郷
土
研
究
』

二
四
巻
三
号
、
一
九
七
九
年
六
月
）

⑳
「〈�

新
刊
紹
介
〉
今
庄
町
誌
編
さ
ん
委
員
会
編
『
福
井
県
今
庄
町
誌
』」（『
若

越
郷
土
研
究
』
二
四
巻
三
号
一
九
七
九
年
六
月
）

�
「〈�

新
刊
案
内
〉
三
上
一
夫
著
『
公
武
合
体
論
の
研
究
―
越
前
藩
幕
末
維
新

史
分
析
―
』」（『
若
越
郷
土
研
究
』
二
四
巻
四
号
、
一
九
七
九
年
七
月
）

�
「〈�

新
刊
案
内
〉
坂
井
景
南
著
『
英
傑
加
藤
寛
治
』」（『
若
越
郷
土
研
究
』
二
四

巻
四
号
、
一
九
七
九
年
七
月
）

�
「〈�

新
刊
紹
介
〉
杉
本
伊
佐
美
著
『
福
井
県
の
新
聞
史
』」（『
若
越
郷
土
研
究
』

二
四
巻
五
号
、
一
九
七
九
年
九
月
）

�
「〈�

書
評
〉
岸
俊
男
・
斎
藤
優
・
平
井
健
一
著
『
越
前
の
古
代
荘
園
―
糞
置

庄
遺
跡
の
危
機
―
』」（『
若
越
郷
土
研
究
』
二
四
巻
五
号
、
一
九
七
九
年
九
月
）

�
「〈�

書
評
〉
山
下
英
一
著『
グ
リ
フ
ィ
ス
と
福
井（
福
井
県
郷
土
新
書 

五
）』」（『
若

越
郷
土
研
究
』
二
四
巻
五
号
、
一
九
七
九
年
九
月
）

�
「〈�

書
評
〉
小
林
巌
著
『
評
論
・
福
井
の
文
化
』」（『
若
越
郷
土
研
究
』
二
五
巻

二
号
、
一
九
八
〇
年
三
月
）

�
「〈�

書
評
〉
敦
賀
市
史
編
さ
ん
委
員
会
編
『
敦
賀
市
史
研
究
』
第
一
号
」（『
若

越
郷
土
研
究
』
二
五
巻
三
号
、
一
九
八
〇
年
六
月
）

�
「〈��

書
評
〉
藤
本
良
致
・
小
林
一
男
著
『
生
き
て
い
る
民
俗
探
訪 

福
井
』」（『
若

越
郷
土
研
究
』
二
五
巻
三
号
、
一
九
八
〇
年
六
月
）

�
「〈�

書
評
〉
青
園
謙
三
郎
著
『
天
龍
寺
と
芭
蕉
』」（『
若
越
郷
土
研
究
』
二
五
巻

三
号
、
一
九
八
〇
年
六
月
）

�
「〈�

書
評
〉
杉
本
壽
著
『
日
本
の
陶
磁
（
一
〇
）
越
前
』」（『
若
越
郷
土
研
究
』

二
五
巻
三
号
、
一
九
八
〇
年
六
月
）

�
「〈�

書
評
〉『
南
越
』
第
五
〇
号
」（『
若
越
郷
土
研
究
』
二
五
巻
六
号
、
一
九
八
一

年
一
月
）

�
「〈�
書
評
〉
青
山
晴
男
著
『
若
越
を
ひ
ら
い
た
人
た
ち
』」（『
若
越
郷
土
研
究
』

二
六
巻
三
号
、
一
九
八
一
年
六
月
）

�
「〈�

新
刊
紹
介
〉
池
内
啓
著
『
福
井
置
県
そ
の
前
後
』」（『
若
越
郷
土
研
究
』

二
六
巻
四
号
、
一
九
八
一
年
八
月
）
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若
越
郷
土
研
究　

六
十
巻
一
号

�
「〈�

新
刊
紹
介
〉
印
牧
邦
雄
著
『
わ
が
町
の
歴
史
・
福
井
』」（『
若
越
郷
土
研
究
』

二
六
巻
五
号
、
一
九
八
一
年
一
一
月
）

�
「〈�
新
刊
紹
介
〉
坪
田
忠
兵
衛
著
『
郷
土
の
藤
野
厳
九
郎
先
生
』」（『
若
越
郷

土
研
究
』
二
七
巻
一
号
、
一
九
八
二
年
一
月
）

�
「〈�

新
刊
紹
介
〉
山
下
末
吉
著
『
天
高
く
』」（『
若
越
郷
土
研
究
』
二
七
巻
一
号
、

一
九
八
二
年
一
月
）

�
「〈�

新
刊
紹
介
〉
杉
本
壽
著
『
農
地
解
放
の
研
究
』」（『
若
越
郷
土
研
究
』
二
七

巻
三
号
、
一
九
八
二
年
五
月
）

�
「〈�

新
刊
紹
介
〉
間
部
家
文
書
刊
行
会
編
『
間
部
家
文
書 

第
二
巻
』」（『
若
越

郷
土
研
究
』
二
七
巻
六
号
、
一
九
八
二
年
一
二
月
）

�
「〈�

新
刊
紹
介
〉『
春
嶽
公
記
念
文
庫
名
品
図
録
』―
先
例
の
な
い
圧
巻
―
」（『
若

越
郷
土
研
究
』
二
八
巻
五
号
、
一
九
八
三
年
九
月
）

�
「〈�

新
刊
紹
介
〉『
福
井
県
窯
業
誌
』
―
二
〇
年
に
及
ぶ
一
大
労
作
―
」（『
若

越
郷
土
研
究
』
二
八
巻
五
号
、
一
九
八
三
年
九
月
）

�
「〈�

新
刊
紹
介
〉
河
原
哲
郎
著
『
勝
山
の
散
歩
道
』」（『
若
越
郷
土
研
究
』
二
八

巻
五
号
、
一
九
八
三
年
九
月
）

�
「〈�

新
刊
紹
介
〉
三
田
村
保
正
著
『
福
井
風
物 

明
治
・
大
正
』」（『
若
越
郷
土

研
究
』
二
八
巻
五
号
、
一
九
八
三
年
九
月
）

�
「〈�

新
刊
紹
介
〉
河
原
哲
郎
著
『
城
下
町
大
野
を
歩
く
』」（『
若
越
郷
土
研
究
』

二
九
巻
一
号
、
一
九
八
四
年
二
月
）

�
「〈�

新
刊
紹
介
〉
武
生
市
古
文
書
を
読マ
マ会

編『
武
生
古
文
書
覚 

第
二
集
』」（『
若

越
郷
土
研
究
』
二
九
巻
二
号
、
一
九
八
四
年
三
月
）

�
「〈�

新
刊
紹
介
〉
大
野
・
勝
山
地
区
広
域
行
政
事
務
組
合
編
『
図
録 

奥
越
の

文
化
財
』」（『
若
越
郷
土
研
究
』
三
〇
巻
一
号
、
一
九
八
五
年
二
月
）

�
「〈�

新
刊
紹
介
〉『
福
井
県
歯
科
医
師
会
史
』
―
二
年
が
か
り
の
労
作
―
」（『
若

越
郷
土
研
究
』
三
〇
巻
三
号
、
一
九
八
五
年
六
月
）

�
「〈�

新
刊
紹
介
〉
岩
崎
達
雄
著
『
福
井
県
名
教
師
列
伝
』」（『
若
越
郷
土
研
究
』

三
〇
巻
六
号
、
一
九
八
五
年
一
一
月
）

�
「〈�

新
刊
紹
介
〉
杉
本
伊
佐
美
著
『
若
越
今
昔
・
百
貨
店
』」（『
若
越
郷
土
研
究
』

三
一
巻
一
号
、
一
九
八
六
年
一
月
）

�
「〈�

新
刊
紹
介
〉
天
野
俊
也
編
『
昭
和
元
年
の
農
村
生
活
記
録
』」（『
若
越
郷

土
研
究
』
三
一
巻
一
号
、
一
九
八
六
年
一
月
）

�
「〈�

新
刊
紹
介
〉
間
部
家
文
書
刊
行
会
編
『
間
部
家
文
書 

第
四
巻
』」（『
若
越

郷
土
研
究
』
三
一
巻
六
号
、
一
九
八
六
年
一
一
月
）

�
「〈�

新
刊
紹
介
〉
永
平
寺
町
編
『
永
平
寺
町
史 

史
料
編
』」（『
若
越
郷
土
研
究
』

三
三
巻
一
号
、
一
九
八
八
年
一
月
）

�
「〈�

新
刊
紹
介
〉
杉
原
丈
夫
著
『
ふ
く
い
の
祭
り
』」（『
若
越
郷
土
研
究
』
三
三

巻
二
号
、
一
九
八
八
年
三
月
）

�
「〈�

新
刊
紹
介
〉杉
本
伊
佐
美
著『
今
昔
・
福
井
政
界
夜
話
』」（『
若
越
郷
土
研
究
』

三
三
巻
四
号
、
一
九
八
八
年
八
月
）

�
「〈�

新
刊
紹
介
〉
久
保
日
參
著
『
祖
師
傅マ
マ

研
究
』」（『
若
越
郷
土
研
究
』
三
三
巻

四
号
、
一
九
八
八
年
八
月
）

�
「〈�
新
刊
紹
介
〉
武
生
市
医
師
会
一
〇
〇
年
史
編
纂
委
員
会
編
『
武
生
市
医

師
会
一
〇
〇
年
史
』」（『
若
越
郷
土
研
究
』
三
四
巻
二
号
、
一
九
八
九
年
三
月
）

�
「〈�

新
刊
紹
介
〉
巨
田
元
尚
著
『
ま
ろ
や
か
な
心
―
青
少
年
育
成
五
十
年
―
』」

（『
若
越
郷
土
研
究
』
三
四
巻
三
号
、
一
九
八
九
年
五
月
）
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三
上
一
夫
先
生 

略
歴
・
業
績
目
録

�
「〈�

新
刊
紹
介
〉
小
浜
市
教
育
委
員
会
編
『
酒
井
家
編
年
史
料
綜
覧
』」（『
若

越
郷
土
研
究
』
三
四
巻
三
号
、
一
九
八
九
年
五
月
）

�
「〈�
新
刊
紹
介
〉
福
井
県
立
図
書
館
編
『
松
平
文
庫
福
井
藩
史
料
目
録
』」（『
若

越
郷
土
研
究
』
三
四
巻
三
号
、
一
九
八
九
年
五
月
）

�
「〈�

新
刊
紹
介
〉福
井
県
地
域
史
研
究
会
編『
福
井
県
地
域
史
研
究
』第
一
〇
号
」

（『
若
越
郷
土
研
究
』
三
四
巻
五
号
、
一
九
八
九
年
一
〇
月
）

�
「〈�

書
評
と
紹
介
〉
青
園
謙
三
郎
著
『
福
井
史
の
謎
に
挑
む 

ひ
ら
が
な
郷
土

史
』」（『
福
井
市
立
郷
土
歴
史
博
物
館
研
究
紀
要
』
三
号
、
一
九
九
五
年
三
月
）

�
「〈�

書
評
と
紹
介
〉
和
田
一
久
増
補
・
改
訂
『
鈴
木
鼓
村
遺
著
・
と
し
の
ぶ
集
』」

（『
福
井
市
立
郷
土
歴
史
博
物
館
研
究
紀
要
』
五
号
、
一
九
九
七
年
三
月
）

�
「〈�

書
評
と
紹
介
〉
木
村
幸
比
古
著『
龍
馬
の
時
代
―
京
を
駆
け
た
志
士
―
』」

（『
福
井
市
立
郷
土
歴
史
博
物
館
研
究
紀
要
』
六
号
、
一
九
九
八
年
三
月
）

�
「�

松
平
春
嶽
参
考
文
献
」（
三
上
一
夫
・
舟
澤
茂
樹
編
『
松
平
春
嶽
の
す
べ
て
』

新
人
物
往
来
社
、
一
九
九
九
年
一
二
月
）

�
「
由
利
公
正
参
考
文
献
」（
三
上
一
夫
・
舟
澤
茂
樹
編
『
由
利
公
正
の
す
べ
て
』

新
人
物
往
来
社
、
二
〇
〇
一
年
五
月
）

�
「〈�

書
評
〉
山
崎
益
吉
著
『
製
糸
工
女
の
エ
ー
ト
ス
―
日
本
近
代
化
を
担
っ

た
女
性
た
ち
』」（『
産
業
研
究
』
三
九
巻
一
号
、
二
〇
〇
三
年
九
月
）

　
　
（
八
）
講
演
録
・
対
談
録

①
『
幕
末
の
福
井
藩
論
が
教
え
る
も
の
―
三
上
一
夫
先
生
講
演
記
録
誌
―
』
ふ

く
い
藤
田
美
術
館
、
一
九
八
三
年
三
月

②
「
て
い
談
・
近
代
化
へ
の
歩
み
を
解
明
―
草
創
期
の
羽
二
重
機
業
史
料
を
新

発
掘
―
」（『
福
井
県
史
し
お
り
』
一
九
八
三
年
三
月
）［
有
明
夏
夫
・
池
内
啓

と
の
鼎
談
］

③
「
幕
末
維
新
期
で
の
果
敢
な
対
応
―
「
公
議
論
」
路
線
を
め
ざ
し
て
―
」（『
松

平
春
嶽
―
松
平
春
嶽
公
百
年
祭
記
念
講
演
録
―
』
福
井
市
立
郷
土
歴
史
博
物
館
、

一
九
九
一
年
三
月
）

④
『
福
井
藩
と
横
井
小
楠
―
魅
せ
ら
れ
た
福
井
の
政
治
風
土
性
―
三
上
一
夫
先

生
講
演
記
録
誌
―
』
ふ
く
い
藤
田
美
術
館
、
一
九
九
五
年
一
一
月

⑤
「
大
義
を
世
界
に
―
横
井
小
楠
の
維
新
変
革
論
―
」（『
若
越
郷
土
研
究
』
四
五

巻
五
号
、
二
〇
〇
〇
年
九
月
）

　
　
（
九
）
事 

典

①�

「
伊
藤
慎
蔵
」「
大
火
」「
大
日
本
国
防
婦
人
会
福
井
県
支
部
」「
高
橋
幸
八
郎
」

「
武
生
騒
動
」「
地
租
増
徴
反
対
運
動
」「
地
方
改
良
運
動
」「
徴
兵
検
査
（
冨

永
良
一
郎
と
共
著
）」「
土
井
利
忠
」「
日
ソ
定
期
航
路
（
戦
前
）」「
二
・
二
六

事
件
」「
農
山
漁
村
経
済
更
生
運
動
」「
濃
尾
大
地
震
」「
野
尻
銅
山
事
件
」「
早

川
弥
五
左
衛
門
」「
藩
校
」「
風
水
害
」「
福
井
藩
の
藩
政
改
革
」「
松
井
文

太
郎
」「
民
力
涵
養
運
動
」「
山
本
条
太
郎
」「
横
井
小
楠
」「
由
利
公
正
」「
吉

田
拙
蔵
」（
福
井
新
聞
社
百
科
事
典
刊
行
委
員
会
編
『
福
井
県
大
百
科
事
典
』
福

井
新
聞
社
、
一
九
九
一
年
六
月
）［「
政
治
・
社
会
」「
歴
史
」
の
専
門
委
員
］

②�
「
越
前
国
勝
山
藩
領
元
禄
十
年
一
揆
」「
越
前
国
勝
山
藩
領
明
和
八
年
一
揆
」

「
越
前
国
福
井
藩
領
寛
延
元
年
一
揆
」「
越
前
国
福
井
藩
領
明
和
五
年
一
揆
」

「
福
井
県
大
野
・
今
立
・
坂
井
郡
一
揆
」「
福
井
県
武
生
騒
動
」「
松
木
庄

左
衛
門
」「
若
狭
国
小
浜
藩
領
承
応
元
年
一
揆
」「
若
狭
国
小
浜
藩
領
天
保
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若
越
郷
土
研
究　

六
十
巻
一
号

四
年
一
揆
」「
若
狭
国
小
浜
藩
領
天
明
三
年
一
揆
」（
国
史
大
辞
典
編
集
委
員

会
編
『
国
史
大
辞
典
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
九
年
三
月
～
一
九
九
七
年
四
月
）

③
「
横
井
小
楠
関
係
史
跡
事
典
（
部
分
）」（
源
了
圓
・
花
立
三
郎
・
三
上
一
夫
・
水

野
公
寿
編
『
横
井
小
楠
の
す
べ
て
』
新
人
物
往
来
社
、
一
九
九
八
年
三
月
）

④
「
護
法
一
揆
」（『
日
本
歴
史
大
事
典
』
小
学
館
、
二
〇
〇
〇
年
七
月
～
二
〇
〇
一

年
七
月
）


